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圭要引用丈獄

1.緒 言

襲 二余(1)ハ余 ノ結核菌均等培養 テ抗元 トセル結

核凝集反鷹 二關スル研究 テ報告セリ。爾來臨躰

上結核患者及 ビ外観上健康 ト思ハル ・モノ拉 二

非結核患者等合計約200例 二就 キテ同反慮 テ績

行 シタルニ其 ノ結果、陽性率二於 テ前同報告 シ

タル成績結果二訂正テ加 フル所ナ キ テ確メタ

リ。

扱 テ結核 ノ凝集反磨二臨 ンデ種々ノ非結核性疾

患 二於 ケル同反磨二就 キテハ先人二依 リテ屡 ≧

報告 セラレタル塵ナルモ異種細菌 ト結核 二於 ケ

ル凝集反磨 二關 シテハ曾テ 且ull及 ピ 且enkes

氏 ②等二依 リテ記載 セラレタル報告二依 レバ初

期結核患者血清ハ屡 ㌃「チフス」菌或ハ 「フレキ

シナー」赤痢菌 テ顯微鏡的二凝集スルコトテ報

ジラレタルモ異種細菌 ト結核凝集反慮 トノ關係

二就 キデノ詳細ナル實験的研究 ハ未ダ之テ文獣

二見ザルガ如 ク余 ハ是等 ノ關係二就キテ實験テ

行 ピタリ。

省又癩患者血清ハ結核 ノ血清學的試験 二於テ厘

問題 トナル塵 ノモノナルモ該患者血清二於ケル

結核凝集反磨 二就 キテ記載 セラレタルモノテ見

ザルガ如 シ。今同偶々余 ハ癩患者血清 二就キテ

結核凝集反磨 テ行 フノ機會テ得 タルテ以テ其 ノ

結果 テ併 セテ弦 二報告セントス。

2.結 核菌 卜異種細菌 トノ凝集反慮ノ關係

一 般 凝 集 反 慮 二於 テ非 特 異 性
、 類 屡 反 慮 ノ存 在

ス ル コ トハー 般 周 知 ノ コ トー シテ結 核 ノ凝 集 反

慮 二於 テ モEisenberg及 ビKellerc3)氏 等 ハ

CholelithiasisIkterus/1例 二Arloingノ 均

等 培 養 テ以 テ ス ル凝 集 反 慮 ハ500倍 二陽 性 ナ リ

シテ報 ジArloing及 ビCourmont氏`4)等 自身

モ 「チ フス」患者 血 清 二反 慮 ス ル ト構 シFerran

氏`5,モ之 テ認 メBesangon及 ピSarbonnes氏

⑥等 ←嫁 レバ 「チ フス」及 ビ肺 炎患 者 二 高度 二凝

集 シタ リ ト。 又Kohler氏(7,ハFornet氏 ノ抗

元 ラ使 用 シタ ル凝 集 反 慮 二於 テ悪 性 腫 瘍 、 杢ズ

キ ン氏 病 、 放 線 状 菌 疾 患 、 重 症 新 陳 代 謝 病 及 ピ

月 経 時等 ニモ 非特 異 性 陽 性 反 慮 テ認 メ タ リ ト。

然 レ ドモFornet氏 ノ抗 元 ナ ル モ ノハ今 日一 般

二認 メ ラ レザ ル モ ノ ・如 ク從 ツ テ其 ノ結 果 モ亦

信 ズ ル能 ハ ズ。次 二結 核 二於 ケ ル非 特 異 性 凝集
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反 慮 トシテ 且ull及 ピ 且enkes氏 等 ハMicfos-

copicWidaltestテ 行 ヒタ ル 昌該 反 慮 ハ 初 期

結 核 患者 二屡R陽 性 反 慮 ラ示 シ3期 結 核 患 者 ニ

ハ稀 レニ陽性 テ認 ムル外 殆 ン ド陰 性 ナ リ ト。 而

シテ結 核 補 農 結 合 反 慮 トWidal氏 反 慮 ト ノ間

ニ ハ何 等 ノ密 接 ナ ル 關係 テ認 メ得 ズ ト。 同 氏等

ハ 「チ フス」菌 ノ外 二「パ ラチ フス」A及 ビB菌 、

志賀 赤 痢 菌 、 「フ レキ シナー」赤 痢 菌 、 大腸 菌 等

テ以 テ凝 集 反 慮 テ試 ミタル ニ初 期 結 核 患 者 血 清

ハ 「フ レキ シナ ー」赤痢 菌 テ凝 集 スル コ ト 「チ フ

ス」 菌 テ凝 集 ス ル ヨ リモ高 度 ナ リ ト。 同氏 等 ノ

結果 ハMicroscopicmethod二 從 ヘ ル モ ノニ

シテMacroscopicニ ハ悉 ク陰 性 反 慮 ナ レ リ ト。

即 チ同氏 等 ノ實 験 ノ結 果 二 依 レ バ 健 康 血 清 ハ

「フ レキ シナ ー」赤 痢 菌 ラ40倍 二於 テ凝 集 スル

コ トナ キ モ結 核 血 清 特 二初 期 結 核 二於 テ ハ75%

マ デ凝 集 シ初 期 及 ピ疑 似 結 核 患 者 血 清161例 二

於 テ40例 ニハ強 陽性 、56例 二陽 性 、43例 二疑

問反 磨 、12例 二陰 性 ナ レ リ ト。

扱 テ余 ハ襲 二余 ノ結 核 菌 均 等 培 養 テ以 テ結 核 凝

集 反 慮 テ行 ヒタ ル際 該 反 慮 ハ 「チ フス」及 ビ 「パ

ラチ フス」 家 兎発 疫 血 清 二就 キ テ検 シタ ル モ反

慮 セザ リ シラ記 載 セ リ.術 又該 反慮 ハ徽 毒 患 者

血清、核i復期 ノ狸紅熱患者及 ピ氣管枝喘息患者

等 ノ血清 二陰性反磨 テ示 シ急性肺炎患者 ノ1例

二1280倍 ノ陽性 テ示 シタルモ該患者 ノ結核有

無不明ナ リシラ報告 セリ。其 ノ後非結核性疾患

トシテ心臓辮膜症2例 、腎孟炎3例 、尿毒症2

例、氣管枝加答見5例 、氣管枝喘息患者2例 、

急性淋疾2例 、高血歴2例 等二就キテ結核凝集

反慮 テ施行 シタルモ結核凝集反慮陽性テ現ハシ

タルモノテ認 メザ リキ。

最近原順吉氏t8,ハCourmont氏 ノ結核菌 テ以

テ行ヘル結核凝集反磨 ノ研究二於 テ、種々ノ非

結核性疾患 二就 キテ實験 テ行ハレタルモ特 二該

反慮陽性ナル例 テ記載 セズ。又中川氏 ノ攣移性

結核菌 テ以テ小田切信男氏(9)ガ結核凝集反磨iテ

行 ヒタル際種 々ノ非結核性疾患二就キテ該反磨

ガ特二陽性ナル場合 テ述 べズ。

以上 ノ如 ク非結核性疾患 二於 ケル結核凝集反慮

二就キテノ・先人 二依 リテ種々報告セラレタル庭

ナルモ結核凝集反慮 ト異種細菌 トノ關係 二就 キ

テハ未グ系統的研究 テ見ズ。余 ハ結核菌免疫 二

封スル異種細菌 ノ凝集働 立二異種細菌冤疫 ト結

核凝集償 ノ動揺等 二就 キテ實験的研究テ行 ヒタ

ルテ以テ其 ノ結果 テ弦 二報告セントス。

(1)結 核菌免疫 ト異種細菌凝集反癒

1.凝 集反慮使用菌液

結核凝集反慮用菌液ハ余 ノ結核菌均等培養(且.

K.)(結 核、第14巻 、第12號 参照)テ使用。

異種細菌 トシテ使用 シタル細菌ハ大腸菌、志賀

赤痢菌、「フレキシナー」赤痢菌、肺炎墜球菌、

醸膿性葡萄駄球菌、連鎖駄球菌、「チフス」菌、

淋菌及 ビ「ヂフテリー」菌等ニ シテ是等 ノ細菌ハ

當研究室高崎學士 テ煩ハシテ東京讐學專門學校

細菌學教室 ヨリ分與 テ受ケタル菌株ニ シテ大腸

菌、志賀赤痢菌、「フレキシナー」赤痢菌、醸膿

性葡萄状球菌、「チフス」菌等ハ普通寒天斜面上

二37。C二24時 間培養菌テ生理的食盤水二俘游

セシメ60。C、30分 間加i熱殺菌 シタルモノニ0.5

%ノ 割合二「メルク」1「カルボール」テ添加 シタ

第1表 各菌培養 温度、時間及 ビ培 地別

大 腸 菌 37C。 24時 間 普通寒 天 翻
面pH=7.2

志 賀 赤 痢 菌 ,, ,, ,,

「フ レキ シナ ー 赤 痢 菌
,, ,, ,,

肺 炎 曼 球 菌(IV型) ,, ,,

『
血液寒天斜

面pH=7.2

醸膿性葡萄状球菌 ,, ,,
普通寒天斜
面pH=7.2

i連 鎖 状 球 菌 ,, 12時 間 ,,

「チ フ ス
」 菌鼻

,, 24時 間 ,,

「ヂ フ テ リ ーJ菌
,, ,,

『

,,

淋 菌 ・ ,, 48時 間 ,,

ルモノテ使用 シ肺炎愛球菌 ハ血液寒天斜面上二

37。C、24時間培養菌 テ連鎖状球菌ハ血液寒天斜

面上二獲育 シタルモ ノテ普通寒天斜面上二移 シ
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12時 間培養菌 ヲ生理的食盤水畠

俘游 セシメ上記伺檬殺菌、「カル

ボール」 ヲ添加 シタルモ ノテ使

用 セリ。蓋 シ連鎖状球菌 ノ12時

聞以上 ノ培養菌ハ自家凝集性強

キ傾向 アルガ爲メナリ。淋菌及

ピ「ヂフテリー、菌 ハ自家凝集性

強 ク適當ナル凝集用菌液ナ得ル

ニ難 カ リシ爲 メ淋菌ハ血液寒天

培養菌 デ普通寒天斜面 二移植 シ

48時 間培養菌 テ生理的食藍水二

浮漁 殺菌、0.5%ノ 割合二「カル

ボールJテ 添加 シタルモ ノテ発

疫 二使用 シ「ヂフテリー」菌ハセ

フレル氏血清培地上二登育セル

菌 テ普通寒天斜面上二移植獲育

セシメタルモノテ上記同檬 二塵

置 シテ是 テ晃疫 二使用セリ。各

菌培養温度、時間及 ピ培地別ハ

別表 ノ如 シ。

實験 二使用 シタル細菌ハ常二同

一菌株 テ使用 シ タル ハ勿論ナ

リ。

2.實 験方法

實験 二使用セン トスル家兎ハ實

験前二結核菌及 ピ各種細菌二封

スル正常凝集贋 ヲ検 シタル後、

1匹 テ封照 トシテ他 ノモノニハ

人型結核菌(篠原)ノ 加熱殺菌 シ

タルモノラ1.5.3。0,6.Om9ノ

順 二1週 間 ノ間隔 テ置キテ耳静

脈 ヨリ注射 シテ最後 ノ注射 ヨリ

1週 目二探血 シテ再 ピ各種 ノ菌

二封 スル凝集反慮 テ検 シ是 ト虎

置前 ノ凝集反磨榎 トテ比較 セリ

凝集反慮 ノ成績 ハ370Cノ 解卵

器中a24時 間放置後成績 テ判

定 シ更=室 温二24時 間放置 シ
、 テ再検査 ラ行 ヘリ

。成績判定バ
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試験管底二著明ナル凝集菌塊 テ認 メ上血清澄明

ナルモノテ柵、試験管底 ノ凝集菌塊中等度ナル

モノテ什、凝集塊弱度 ノモノラ十、凝塊疑問ノ

モノテ±、試験管々底二凝集菌塊 テ認 メズ上部

血清中ニモ凝集塊 テ認 メザルモノテー トセリ。

線テ成績判定ハ肉眼的検査 テ以 テ行ヘ リ。

使用篠原株結核菌ハ患者喀疾 ヨリ分離培養 セル

モ ノーシテ「グリセリン、 ブ材 ン」液面 二獲育

シタル強毒性定型的人型結核菌株 ナリ。

3.實 験成績

人型結核菌篠原株 テ以 テ家兎テ免疫 スルモ大腸

菌、志賀赤痢菌、醸膿性葡萄状球菌、肺炎墜球

菌 くIV型)、「チフス」菌及 ビ「フレキシナー」赤痢

菌等二封スル凝集償ハ第2表 二示ス如 ク冤疫前

ノ凝集債 ト比較 シテ肉眼的検査 ノ結果特二動揺

テ來 タシタルモ ノテ認 メズ。然ルニ連鎖歌球菌

二封 シテハ冤疫後二於 テ梢 迄著明二之 テ凝集 ス

ノレテ認メタリ。

余ハ叉結核菌免疫前後 二於 ケル淋菌及 ピ 「ヂフ

テ リー」菌 二封 スル凝集反慮償 ノ動揺 ラ知 ラン

トシタルモ既二凝集反慮菌液 ノ條 二記 シタルガ

如 ク是等雨菌 ハ自家凝集性強 クシテ適當ナル菌

液 テ得 ルニ難 カリシ爲メ弦 二其 ノ結果 テ記載 ス

ルテ得ズ。

(2)異 種細菌見疫 ト結核凝集反癒

1.實 験方法

實験二使用 マントスル家兎ハ免疫前二於 ケル結

核菌蚊二免疫 セントスル細菌二封スル正常凝集

償 テ検 シタル後、1頭 ノ家兎 テ封照 トシ他 ノ2

頭ニハ免疫 セントスル細菌 テ1/4、1/9、1白金耳

ノ順二檜量的二1週 間 ノ間隔テ置キテ耳静脈 ヨ

リ注射 シ最後 ノ注射 ヨリ1週 間目二探血 シテ再

ビ結核菌及 ピ発疫 二使用 シタル細菌二封 スル凝

集反慮テ施行 シテ免疫前後二於 ケル結核菌二封

スル凝集償 ノ動揺 テ比較封照 セリ。

同名細菌 ト難 モ菌種二依 リテ甚 シク被凝集性 テ

異ニスルコトァルテ以テ凝集反磨二使用 シタル

ハ常二同一菌株ナルコトハ勿論ニシテ免疫 二使

用シタル細菌モ亦同一菌株ナ リ。各細菌共600C、

30分 間加熱殺菌、0.5%ノ 割合 二「カルボール」

テ添加 シタルモノテ冤疫元 トセリ。

2.實 験成績

(1)大 腸菌免疫 ト結核凝集反慮

實験成績ハ第3表 ノ如 ク大腸菌 テ以 テ家兎テ免

疫スルモ免疫前後二於テ結核凝集反慮贋二動揺

ラ認メズ。

(2)志 賀赤痢菌免疫 ト結核凝集反慮

實験成績ハ第4表 ノ如 ク志賀赤痢菌ニテ家兎デ

冤疫スルモ免疫前後二於ケル結核凝集反磨償 二

殆 ンド動揺 アルテ認 メズ。

(3)「 フレキ シナー」赤痢菌免疫 ト結核凝集反慮

實験 ノ結果 ハ第5表 二示 スガ如 ク免疫前後 二於

テ結核凝集反慮償二殆 ンド動揺 アルテ認 メズ.

(4)肺 炎隻球菌免疫 ト結核凝集反慮

實験成績 ハ第6表 二見ルガ如 ク肺炎墜球菌 ニテ

家 兎テ晃疫 スルモ免疫前後二於テ結核凝集反慮

償二動揺 テ認 メズ.

(5)醸 膿性葡萄状球菌免疫 ト結核凝集反慮

實験 ノ結果ハ第7表 ノ如 ク醸膿性葡萄状球菌 ニ

テ家兎テ免疫スルモ冤疫前後二於 テ結核凝集反

慮償二動揺テ認 メズ。

(6)連 鎮状球菌免疫 ト結核凝集反磨

實験 ノ結果ハ第8表 ノ如 ク連鎖状球菌 ニテ家兎

テ冤疫 スルコトニ依 リテ免疫前後 二於ケル結核

凝集反磨償 テ比較 スルニ免疫後 一ハ結核菌二封

スル凝集債梢 ≧著明二上昇スルテ認 ム。

(7)「チフス」菌免疫 ト結核疑集反慮

實験 ノ結果ハ第9表 二示 スガ如 ク「チフス」菌 ニ

テ家兎テ晃疫 スルコ トニ依 リテ免疫前後二於 テ

結核凝集反慮贋二殆 ンド動揺 アルテ認 メズ。

以上 ラ要 スルニ大腸菌、志賀赤痢菌、「フレキ シ

ナー」赤痢菌、醸膿性葡萄状球菌、肺炎菌(IV型)

及 ピ「チフス」菌等 ニテ家兎テ免疫 シテ冤疫前後

二於ケル結核凝集反磨慣 ノ動揺 ラ肉眼的二検 シ

タルニ何 レモ殆 ン ド動揺 アルテ認 メズ。然ルニ
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第3表 大腸菌免疫 ト結核凝集反磨

菌液別 實験家兎
番 號

趨重
(9)

凝 集 反 磨 債
抗i封
元照

血i封

清照51・ ・12・ 圃8・1・6・132・164・1・28・1256・15・2・1102如

H.K.

Nα7(♂ 白)
免疫前

免疫後

2150 十十 十 一
一

±

一 一 一 一
一

二
二
二
二
榊
=

三三
一

一

三
モ
ー
一

一 一

モ
ー
一

2200 十 十 二
十二

±

一
一

モ
モ
ー
一

一
一 二

一
Nα8(")

菟疫前

冤疫後

2300 什 督 十

一
一

=一

二
柵
=
一
什

一
一

一
一

一

2250 督 什 十 一

三 ≡三
o

一

大腸菌

No.7(")
免疫前 柵 什 十 十一

柵
二
帯

二
惜
=
一
帯
=
=
=
=

一
一

一
一

一

冤疫後 一
什一

一
什一
柵一
柵一
帯

一
十

帯 帯
=
一
十

=

=一

=

=

什
一=

十一= 三
一一

Nα8(,,)
免疫前

免疫後

十 一 一
『 『

柵 柵一
±

柵
=
=

一
柵 十 一 一

H.K.
Nα5(")

(封 照)

免疫前 2150

一
什

一
十

一
一

一

モ
一 一

一
一

一
三
一

三

一

一

一
一

冤疫後 1850 什一
什一
柵

十 十

一
一

一
一

一
一

『

大腸菌 ,,

免疫前 十一
朴

十 一

一
一

一

三 三モ免疫後
一
十

一
一

一
一

一1一

」

第4表 志賀赤痢菌免疫 ト結核凝集反慮

菌液別 實験家兎
番 號

髄重
(9)

凝 集 反 慮 債
抗i封
元照

血i封

清照51・ ・12・14・18・1・6・132・1餌 ・i128・i256・15・2・卜0240

H.K.

Nα9(♂ 白)
免疫前

冤疫後

1900 柵 柵 柵 十十 ± 一

≡
一
一

≡
一
一

二

モ
ー
一

一
一

二
二
二
二
二
二
十

一 一 ■■■■●

も

1850 柵 珊 什 十 一 一
一
一 一 一 一

No.10(")
免疫前

免疫後

2400 督 骨 ± 一 一 一

一
一 一 一

2700 帯 什一
十

十
二 三

一 一 一 一
一

二
帯一=

一 一 一 一

志賀菌

No.9G,)
免疫前 骨 一

二
惜一=

一

一
一

一
一

モ
ー
一

一
一 一

一免疫後 ± 十 什
一
柵

一
柵

一
十 二

Nα10(")
免疫前

免疫後

一 一 一 一
二
督
=

一
一

一
一

一
一

十 十 柵 冊 惜
二

帯

=一

什
三 一

H.K
No.5(")

(封 照)

免疫前 2000 珊一
柵一
柵一
什

什 十 ±

一

三
一

≡

一
一

一
一

一
一 一

免疫後 2150 卦 十 ± 一 一

三
一
一

モ
ー
一

一

三
一 一

志賀菌 ,,

免疫前 十 一

十 ≡ ≡

一
一

一
一 一

■

菟疫後
一
十

一
一 一 一 一

第5表 「フvキ ジナー」赤痢菌免疫b結 核凝 集反慮

實験家菌 液 別
兎番號 鵬

凝
51・ ・12・14・IS・1

反 債 抗 封 血 ・

16032064012802560512010240元 照 清 照

No.11 免疫前 2000 十 士 一 一 一 一 ● 一 一
一

一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一 一

(舎白) 免疫後 2200 十 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

H.K. 二一 一 一 一 一 一 一 一 一
No.12 免疫前 1750 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

二 一 一 一 一 一 一
(") 免疫後 2000 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 『 一 一 一 一 『 一 一
No.11 免疫前 什 十 十 ± 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一
「フ レ キ シ'

ナ ー 」 赤

(") 免疫後 什 什 柵 柵 惜 柵 帯 柵 柵 柵 什 十 一
一

痢菌 No.12 免疫前 什 十 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一
噸 一一 一 一

(") 免疫後 卦 什 柵 柵 柵 柵 柵 柵 柵 柵 十 一
一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一

No.6 免疫前 2650 什 十 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

H.K
一 一 一 一

(封照) 免疫後 2800 十 十 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一『 一 一 一 一 一 一 一 一 一

「フレキ ジナ 冤疫前 什 督 十 十 ± 一 一 一 一 一 一 一
一

,,
一 一一」赤痢 菌

冤疫後 督 十 十 十 十 一 一 一 一 一 一 一
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第6表 肺炎璽球菌免疫 ト結榎凝集慮反

菌 液 別
實験家
兎番號

髄重(
9)

凝 集 反 慮 債 抗封
元照

血i封
清照51・ ・12・14・18・1・6・132・i64・1・28・1256・15・2・110240

一

H.K.

Nα13

(舎 白)

免疫前 2500 柵 什 ± 一
一

二
十一
±一
什一
帯一
十一
柵

一
一

二
二
二
十

三
一

三
一
一

一 一 一 一 一

=
=
一

=一

卦
=
一
十
二
=
一

ニ
ー

一

=

=
=
=一
一
十

一
__=_

免疫後 2750 柵 十一
十十

十一
十

一 一 一

=
=
=
可

一

二
=
二
一
帯

=一
一
柵
二
二
=
一

_二.二

二
一

=一
一

一
一

一

ニ
ニ
柵

Nα14

(")

免疫前 2700 柵一
柵免疫後 2800

一
骨一
帯一

一
柵一

一
督一
督

一
十一
帯一
柵一
骨一
柵一
十一
十一
十一
十

一

肺 炎璽 球 菌

No.13
(")

免疫前 柵
一
一 一

1

免疫後 柵
二

什一= 帯
一

二
一

一

Nα14

(,)

免疫前 冊一

一
柵一
帯

一 一
二
柵
=
=
一

=

一

二
十免疫後 一一

2000

帯 惜 柵 柵一

二
二
ニ
ー

一
i

ニ
ー

H.K. No.5

(封 照)

免疫前 ± 一 一 一

一

三
一

一

一
免疫後 2150 ±一

±

一 一
一

一

=

=
肺 炎
璽 球 菌

,,

免疫前 什一
柵

十十一
朴

一
一 一

一 一

菟疫後 十 一 一 一1

第7表 醸膿性葡萄状球菌免疫 ト結核凝集反慮

菌 液 別

H.K.

葡 萄 状
球 菌

H.K.

葡 萄 状
球 菌

實験家兎番號

No.15

(♂ 白)

No.16
(,,)

No.15
(")

No.16
(")

No.5

(封 照)

冤疫前

冤疫後

免疫前

免疫後

免疫前

免疫後

免疫前

免疫後

免疫前

免疫後

免疫前

冤疫後

髄重
(9)

2300

葡

2350

2400

2000

2600

凝 反

±柵

償

Sl・ ・12・14・18・1・6・132・64・1・aS・12S・ ・S・2・11ee40

抗封
元照

T
T
十

下
下
T

「「

」土L± 一
十1十

十 ±　 　　

十

T
T
T

T

柵

十

十

一±

±,一

帯
=
マ
=

惜
三

什
=

柵
三

柵
二

帯
一
二
吐

±

十

一/

血
清照

第8表 連鎮状球菌免疫ト結核凝集反慮

菌 液 別

H.K.

連 鎮 状
球 菌

H.K.

蓮 鎮 状球
菌

實験家
兎番號

No.17

(♂ 白)

No.18
(")

No.17
(")

No.18
(")

No.6

(封 照)

免疫前

免疫後

免疫前

免疫後

免疫前

免疫後

免疫前

免疫後

免疫前

免疫後

免疫前

免 後

器重
(9)

2100

2440

2200

2100

2400

2600

凝 反 償

51・ ・12・14・i8・1・6・32・64・1・28・256・512・1024fJ

什
蔦
王
酉

柵
亙

土
什

帯
マ

丘

朴

±

一十

T

柵

十

τ

十

惜

帯

柵

柵

十十 十+

柵 十十 十

帯 柵 柵

柵 柵 柵

上

二
+

世

二
什

十

十

三

三
+
二

抗封血
元照清照

「 一



1箆4 鴻上=結 核凝集反慮補遺 【第15塩

第9表 「チフス」菌免疫b結 核凝集 反慮

菌 液 別 實験家
兎番號

髄重

(9)

凝 集 反 慮 偵 抗
元
射
照

血
清
封
照

51・ ・12・14・18・1・6・132・164・1・28・剛5・2・11㎎40

H.K

Nα19

④ 白)

免疫前 1900 什 什 十一
十

十 一 一 一
一

一
■一

一 二 一
一

一
一

二 一 一 一

免疫後 2150 什 什 十
一

一 一

No.20
(")

免疫前 2050 什 十 十 一 一 一

一 一

一 一 一 二 一
『

免疫後 2000 什 十 ± 一

二
帯
一

一

二
十

}

一

「チ フ ス」

菌

Nα19

(")

免疫前 十十 十 二
柵

一 一
二
柵
二

一
一

一
一 一 一 一

免疫後 督 什
一
柵

一
柵

一
柵

一
柵
=

二 そ
一
一

一
一

一

一 一

免疫前 十 ± 一 一 一
一
一

一
一 一

免疫後 十 十一
十十

什一
十

柵 柵 柵
=
=
=

柵
=

帯 什一=

二
二
二

十 一
一一

H.K.
No.6

(封 照)

免疫前 2900 柵 ±
一
一

一

二 一
一

一

三
一
一

一

免疫後 2800 柵 督 十 一 一
一
一 一 一

一
一

一

一
一

一
「チ フス 」

菌
,,

免疫前 十

三三
一 一

一
一

一

壬

一
一

一
一

一

免疫後 十 一 一 一 一 一 一 一

第10表 「ヂフテ リー」菌 及 ビ淋菌免疫 ト結核凝 集反慮

冤疫菌別 實験家兎番號 盟重

(9)

凝 集 反 慮 債 抗
元封

照

血1

清封

照511・12・14・18・1・6・132・164・1・28・1256・15・2・110240

「ヂ フ テ リ

員 」

Nα21

(♂ 白)

免疫前 2100 什 十一
十一
什

±一
十

一

三
一
一

一

三
一 一 一

そ
一 一 一

免疫後 2000 什
一
一 一 一 一

三
一 一 一

No.20
(")

免疫前 1900 珊
一
十

一
±

≡
一

三
一
一

モ
ー
一

一 一

三
一

三
一

モ
ー
一

一 一

免疫後 2200 帯 什 十 ± 一 一 一 一 一 一

淋 菌

No.23
(")

免疫前 1850 朴 什 十 一

三
=

一

三三

三
一
一

一 一
一

免疫後 1900 柵 什 十 一

一

三
一一

三
一
一

一
一
一

一
一

Nα24

(")

免疫前 2000 十十 十一
十

一

モ

一

三
一

一一

三 三免疫後 2250 十十

一
一 一 一

一 一

一

野 照
No.6

(一)

免疫前 2600 什 十 ± 一 一 一
一
一 一 一

免疫後 2640 十十 十 一 一 一 一 一1-一 一 一 一 一

連鎖歌球菌 ニテ家兎テ免疫 スレバ免疫後 二於 テ

結核凝集債 ノ梢 亙著明貞上昇 スルテ認 メタリ。

(8)筒 余ハ又淋菌及 ピ「ヂフテリー」菌 テ以 テ家

兎ラ発疫 シテ免疫前後二於ケル結核凝集反磨 二

就キテ實験 テ行 ピタリ。

淋菌及 ピ「ヂフテリー」菌ハ自家凝集作用強度 ニ

シテ適當ナル凝集用菌液 テ得ザ リシ爲 メ唯雨菌

テ以テ家兎テ免疫 シタル前後二於ケル結核凝集

反慮 ノ結果 ノミテ記載 スルー止 メル。

帥チ實験 ノ成績ハ第10表 二示 ス如 ク雨菌共 二

免疫前後二於 テ結核凝集反磨債二殆 ンド動揺 ア

ルテ認 メザ リキ。

以上結核菌免疫前後二於 ケル各種細菌二封 スル

第 11 表

細 菌 別
結核菌冤疫前後二
於ケル各種細薗ノ
凝集反癒便動揺

各種細菌冤疫前後
二於ケル結核凝藥
反慮贋動揺

大 腸 菌 一 一

「チ フ ス」 菌 一 一

志 賀 赤 痢 菌 一 一

醸膿性葡萄状球菌 一 一

連 鎮 状 球 菌 十 一

肺炎璽球菌(IV型) 一 十
「フ レキ ンナ ー」赤

痢 菌
一 一

「ヂ フ テ リ ー」菌 一

淋 菌 一 一

註 一 ノ・凝 集 慣 動 揺 ヲ認 メ ザル モ ノ

十 ノ・上 昇 ヲ示 ス。
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凝集反慮償ノ動揺及 ピ各種細菌免疫前後 二於 ケ

ル結核菌二封 スル凝集反慮償ノ動揺 二就 キテ行

ヒタル實験 ノ結果 テ簡軍二表示 スレバ第11表

ノ如 シ。

扱テ嚢 二余ハ結核凝集素吸牧實験 テ行 ヒタル際

_A結 核菌株ニテ免疫 シタル免疫血清中 ノ凝集

素ハ同菌 テ以テス レバ完全 二吸牧 セラル ・モB

結核菌株 テ以テ シテハ完全二吸牧除去 シ難 ク是

レ結核菌々株 ノ相異一原因スル慮多 キガ如 ク況

ンヤ結核菌ノ如 ク攣異性 二富 ム細菌ニアリテハ

所謂定型的結核菌 ヨリ甚 シク攣異 シタルガ如キ

モノテ使用スル場合ハ著 シク其 ノ趣 テ異 一スル

ハ寧ロ當然 ノコトナルベキテ述ベタリ。余 ノ今

同ノ實験二使用 シタル結核菌々株 二於 テ結核免

疫 二使用 シタル篠原株ハ患者喀疾 ヨリ分離 シタ

ル強毒性 ノ定型的人聖結核菌ニ シテ凝集反慮 二

使用セル モノハ 定型的人型結核菌E株 テ余 ノ

「アルカリ」卵黄蛋白水培地中二培養 シテ均等 二

登育セ シメタルモノ轟 シテ實験動物二張毒性 テ

存 シ菌形 バー般二短小,染 色上二於テ抗酸性二

乏 シキモノテ混在スルモ ノテ使用 シタル實験 ノ

結果 一シテ若 シ他株結核菌殊二極度二攣異 シタ

ルガ如キ結核菌テ以テ實験ラ行 ヒタル揚合等二

於 テハ自ラ其 ノ結果 二多少 ノ相異 アルモノナラ

ンヵ ト思惟ス。特 二余ハ結核菌 ト連鎖封犬球菌 ト

ノ凝集反慮ノ關係 二就 キテハ免疫スルニ篠原結

核菌株 ノ外 二三宅菌株 テ使用 シタル揚合及 ビ連

鎖状球菌免疫前後 二於 ケル結核凝集反鷹償テ検●
スルニ 乱K抗 元 ノ外 二人型坂本結核菌株 ノ生

理的食盤水俘游液 テ抗元 トシタル場合二就キテ

實験 テ行 ヒタルモ篠原菌株及ビ 且.K抗 元 テ使

用 シタル實験成績 ト同一結果テ認 ノタ リ。

3.癩 患者血清 二於ケル結核凝集反慮

結核 ノ血清免疫學的反磨特二其 ノ補禮結合反慮

ノ如キハ屡 ㌃徽毒及 ビ癩患者血清二非特異性陽

性反慮 テ現 ハスコトハ就二先進學者二依 リテ明

カニセラレタル塵 ナリ。而 シテ徽毒患者血清二

於ケル結核補艦結合反慮陽性 ノ原因ハ全 ク非特

異性ニシテ鴻 上氏(10)等ノ研究二依 レバ結核血清

中ノ結核抗膿 ハ鴻上氏 ノ結核菌粉末ニテヨク吸

牧セラル・モ結核補禮結合反雁陽性徽毒患者血

清ハ該菌二依 リテ毫 モ吸牧 セラレザルコトテ認

メラレタリ。

扱 テ余ハ先 二結核凝集反磨 ノ研究 二際 シテ結核

ノ凝集反慮 ハ徽毒患者血清 二封 シテ特 二陽性反

性 テ示 シタリト思ハル ・例 二遭遇 セザ リキ。蓋

シ補膿結合反慮 ト凝集反慮 トハ其 ノ本罷iテ異ニ

スルガ故二結核補燈結合反慮 ガ徽毒患者血清 二

陽性テ示 シ結核凝集反慮ハ該血清二陰性 テ現ハ

ス トモ寧ロ當然 ノコトナ リ。當時余ハ癩患者血

清ハ結核 ノ凝集反慮 二封 シテ如何ナル關係 二在

ルカテ知 ラント欲 シタルモ癩患者血清 テ得ルニ

難カリシガ今同偶々東京市療養所川上學士ガ全

生病院 ヨリ得 タル血清10例 ノ各一部分宛 テ再

ビ余 二分譲セラル・ノ御厚意 テ得 タリ。是等10

例 ノ血清中7例 ハ静経癩ニ シテ他 ノ3例 ハ結節

癩患者血清ニシテ結核 ノ有無二就 キテハ明白ナ

ラズ。被検血清ハi蓋ク560C、30分 間加熱非働

性 トナシタル後使用セリ。

凝集反慮操作方法 ハ試験管法テ トリ370Cノ 艀

卵器中一24時 間放置後肉眼的二成績 テ判定セ

リ^

筒同被検血清 二就 キテハ徽毒及 ピ結核補膿結合

反磨 テ併 セ行 ヒテ結核凝集反慮 ノ結果 ト比較封

照 スルコト・セリ(結 核補膿結合反慮ハ鴻上氏

ノ方法二嫁ル。結核.第14巻 第1號 参照)。

凝集反癒實験 ノ結果ハ第12表 二示 セルガ如ク

血清稀繹倍撒160倍 以上二凝集菌穂 ラ認 ムルモ

ノテ陽性反慮(健 康者二於ケル凝集償ハ160倍

以下)ト スレバNo.4、No.8、No.9/3例

テ除 ク他 ノ7例 二於テ陽性反慮 テ示 セリ。結節

癩 ト聯脛癩 トノ間二特二凝集反慮 ノ強弱 テ認 メ

ズ。 結核補膿結合反磨1ノ結果ハ第13表 ノ如 ク

10例 ノ血清全 ク陽性反慮(血 清使用量ハ5倍 稀

稗血清0.1c・cヨ リ)三 シテW氏 反慮 テ検 シタル
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第12表 瀬血清ノ結核凝集反慮

被 槍
血 清

年 齢
及 性 病名及程度

凝 噛集 反 慮 債
'抗

元射

照

血
清
樹
照

2・14・18・1・6・132・164・1・28・1256・15・2・llO240

No.1 37.♀ 結節癩(中等) 柵1柵 帯 柵 昔 ± 一

三
一

三

≡

一 二 三
『

≡
=

=

No.2 43.♂ 示申経癩(")

一
柵一
柵

一
帯 柵 柵 什

=
=
一
什
=
二
=

十 一
一
一

Nα3 4軌 舎 "(強 度)

一 一
什

}
十二

二
柵

一

三 ≡

一
一

一

一

一
Nα4 59.r争 "(中 等) 十

柵

柵

柵一
柵一
帯

=r「
_9_

柵1惜

lTr
什一
十

一
一 一

No.5 61.舎 "(輕 度) 柵一
柵一
惜一
柵一
柵一
柵

一 一
十
=

.十 一
一

二
二

≡
一
一

一
Nα6

'69
.♂ "(強 度) _匡

一
一

一
一

No.7 57.♂ "(")
一
冊

冊

十

十

τ
王
柵

一
一

三三
一

三

三
一

一

一

_二.

ニ

モ

No.8 42.♀ "(")
一
什

一
一

Nα9 42.・ ♀ 結 節癩(")

一
⊥1一

一
十 一 一

モ

}
一

Nα10 27.♂ "(中 等) 柵1柵 十十

一
十

}
一

第13表 癩血清ノ結核補器結合反慮
"

被 検
血 清 隻 劉 病名及程度 膿 反1結 核 灘 結 合 反 慮 欄 舗
No.1 37.」F 結 節癩(中 等) 什 冊 ・柵,柵 一 1十 ≡ i≡1≡ ≡ ≡

τ
三
≡
=
三
柵一
冊
τ
三
≡
マ
三
≡

≡ i≡
二
≡No.2 43.♂ 紳経癩(") 冊 柵

柵
一一

十≡一
柵一

十十=

一
冊一

柵 一

≡

冊 冊
1-
十十=

≡

≡

冊

≡

≡

十≡ τ
==

τ
=

マ
三
≡
τ
三

No.3 40.舎 "(強 度) 柵 柵 十≡ ≡ ≡ ≡ ii≡

No.4 59.♀ "(中 等) 柵 柵 一 ≡ ≡ ≡ =≡ 一一
三

≡

柵 一No.5 61.舎 "(輕 度) 帯 柵 冊 冊

ミ

十十=

≡

柵 柵 冊

一
鼠

Nα6 69.舎 "(強 度) 冊 τ=
柵

τ
=

十十=一
柵

≡ ≡i ≡≡
マ
ー三
≡

τ
三
≡

≡ ≡

Nα7 57.舎 "(") 一 冊 冊

≡

十≡ ≡ ≡ ≡

No.8 42.♂ "(.,) 一
≡≡sp. ≡ ミ ≡ ≡ ≡

No.9 42.♀

27.♂

結節癩(強度) 十十 器 柵一
柵

十≡一
柵

≡≡sp. i≡ i≡ i≡i 一 i≡

No.10 "(中 等) 冊 柵 十十= ≡sp.
τ一 ヨ

註.補 結 反 慮 ノ使 用 血 清 量 ハ5倍 稀 繹 血 清0.1c.c・ ヨ リ倍 藪 稀 繹 セ ラvタ リ。

モ 〃 ・10例 中7例 ニシテ内2例 ハ陰性、他 ノ5

例 ハ中等度乃至強度陽性反慮テ現 ハセリ.

今被検癩血清10例 二就キテ行 ヒタル結核補膿

結合反慮 ト結核凝集反慮 トノ結果テ比較封照 ス

ルニ結核補艦結合反磨強度 ノモノハ凝集反慮償

結

1.家 兎ヲ余 ノ使用 シタル人型結核菌 ニテ見疫

スルモ大腸菌、志賀赤痢菌 「フレキシナー」赤痢

菌、肺炎愛球菌∴醸膿性葡萄状球菌、及 ピ「チフ

ス」菌等二封 スル凝集償ハ免疫前 二比較 シテ特

二動揺 アルテ認 メズ(但 シ肉眼的検査二依ル)。

然ルニ連鎖脚 求菌二封 シテハ免疫後稻 ≧著明二

之 テ凝集ス。

モ高位ニ シテー般 二補膣結合反慮度 ト凝集反疵

贋 トハ併行 セルガ如 キ感 アルテ認 ム。

要スルニ癩患者血清ハW氏 反慮拉 ビニ結核襯

結合反慮ニヨク反慮 スル ノミナ ラズ結核凝集疹

慮ニモヨク反慮 スルモノナルテ知 ル。

論

2.家 兎 テ大腸菌、 志賀赤痢菌、 「フVキ シヲ

ー」赤痢菌、肺炎卿 求菌、醸膿性葡萄状球菌、殉

フス」菌、淋菌及 ビ「ヂフテ リー」菌等 ニデ発疫三

1タル後 ト免疫前 トニ於 ケル余 ノ使用 セル結灘

二封スル凝集償(肉眼的検査)三 特 二動揺チ來タ

シ タルテ認 メズ。然 ルニ連鎖状球菌 ニデ家兎ヲ

冤疫スレバ余 ノ使用 シタル結核菌二封 スル麟
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償梢 ≧著明二上昇スルテ認ム。

3.癩 患者血清ノ大多撒 ハ結核凝集反慮陽性 テ

示ス。

4.癩 患者血清二於ケル結核補膿結合反慮度 ト

結核凝集反慮償 トテ比較封照 スルニ補禮結合反

慮度張度 ノモノハー般 二凝集反磨贋モ亦高位 ナ

ルラ認ム。
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